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推定の応用
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様々な推定

• σが既知のとき，μを区間推定する 

• σが未知のとき，μを区間推定する 

• μが既知のとき，σを区間推定する 

• μが未知のとき，σを区間推定する
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区間推定の手順
① 母平均μ，母分散　 の母集団からとり出した標本の変量
を 

② 統計量Ｔの従う分布を特定する 

③ 信頼係数95%の信頼区間を求めＴについての不等式を立
てる 

④ 　　　　 に，実際の値　　　　　を代入する 

⑤ μ，σなどについて解く

X1, X2, …Xn

σ2

X1, X2, …Xn x1, x2, …xn
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として，μ，σ，　　　　から統計量Ｔを作るX1, X2, …Xn



例題
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正規分布表に従う母集団からサンプルを5個とって変量を調べると， 
13.7  15.5  16.1  14.4  16.3 

でした．このとき，信頼係数95%で母平均μを区間推定してください．

T =
X̄ − μ

U

n

は，自由度 n − 1のｔ分布に従う．

T =
X̄ − μ

U

n
①

②



例題
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例題
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例題
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−2.776 ≤
X̄ − μ

U

n

≤ 2.776となる確率は95%である．

X̄ − 2.776 ×
U

n
≤ μ ≤ X̄ + 2.776 ×

U

n となる確率は95%である．

U2 =
(13.7 − 15.2)2 + (15.5 − 15.2)2 + (16.1 − 15.2)2 + (14.4 − 15.2)2 + (16.3 − 15.2)2

5 − 1
= 1.25

U = 1.25 ≈ 1.12

③



例題
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15.2 − 2.776 ×
1.12

5
≤ μ ≤ 15.2 + 2.776 ×

1.12

5

13.80 ≤ μ ≤ 16.59

信頼区間95%で母平均μを区間推定すると，信頼区間は，

13.80 ≤ μ ≤ 16.59



検定の応用
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様々な検定

• 母平均，母分散の検定 

• 2つの母集団に関する検定 

• 母比率の検定
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検定の手順
① 帰無仮説　 ，対立仮説　 を立てる． 

② 帰無仮説　 が正しいとして，標本の検定統計量Ｔ(Xや　　　のこと)
を計算する． 

③ ②で得られた値が，統計量Ｔが従う分布で棄却域にあるか否かを判
定する． 
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棄却域にある→帰無仮説　は棄却される． 
　　　　　　　対立仮説　が採択される． 
棄却域にない→帰無仮説　は採択される．

H0

H0

H0

H0

H1

H1

X̄ − μ
σ

n



例題
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　生徒数120人の学校で，山が好きか，海が好きかのアンケートを取りました．
すると次のような結果になりました．

山 海 計

男子 17 23 40

女子 13 67 80

計 30 90 120

男子と女子とで，山好き，海好きの傾向に差があるといえるでしょうか。有意水
準5%で検定してください．



例題
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山 海 計
男子 17 23 40
女子 13 67 80
計 30 90 120

山 海

男子 17 23

女子 13 67

山 海

男子 10 30

女子 20 60

男子は全体の1/3，女子は全体の2/3 

山好きは全体の1/4，海好きは3/4 

男子40人のうち 
　山好きは10人，海好きは30人

女子80人のうち 
　山好きは20人，海好きは60人

実現値 理論値



例題
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T =
(17 − 10)2

10
+

(23 − 30)2

30
+

(13 − 20)2

20
+

(67 − 60)2

60
≈ 9.79

② この検定では統計量として

を用います



例題
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例題
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Ｔ=9.79はｐ=3.84より大きいので，帰無仮説は棄却される． 
これにより，有意水準5%で， 

「山好き，海好きは男女によって差がある」 
ということがいえる．

③



まとめ
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区間推定の手順
① 母平均μ，母分散　 の母集団からとり出した標本の変量
を 

② 統計量Ｔの従う分布を特定する 

③ 信頼係数95%の信頼区間を求めＴについての不等式を立
てる 

④ 　　　　 に，実際の値　　　　　を代入する 

⑤ μ，σなどについて解く

X1, X2, …Xn

σ2

X1, X2, …Xn x1, x2, …xn
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として，μ，σ，　　　　から統計量Ｔを作るX1, X2, …Xn



検定の手順
① 帰無仮説　 ，対立仮説　 を立てる． 

② 帰無仮説　 が正しいとして，標本の検定統計量Ｔ(Xや　　　のこと)
を計算する． 

③ 2.で得られた値が，統計量Ｔが従う分布で棄却域にあるか否かを判
定する． 
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棄却域にある→帰無仮説　は棄却される． 
　　　　　　　対立仮説　が採択される． 
棄却域にない→帰無仮説　は採択される．

H0

H0

H0

H0

H1

H1

X̄ − μ
σ

n


